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ｽｷｬﾝ#:828-822,838 (RT=09:53) of C:\NovaSpec\Data\Q1050data\Techno-STD\FBKタービン32-001.spe

100

50

50 100 150 200

29
41

57

67 81 91 105
115121 131

145

161
177

189

205

220

ﾋｯﾄ#:1  類似度:979  化合物名: Butylated Hydroxytoluene

OH

[ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ]  TIC : 4689848 - 0
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川重テクノロジー 分析装置ギャラリー

ガスクロマトグラフ質量分析計（ＧＣ／ＭＳ）

装置概要

ＧＣ／ＭＳはＧＣの気化部で気化した成分を

分離カラムにより分離し、質量分析計で検

出することにより成分の定性、定量を行うこ

とができます。解析用ＰＣには約21万件に

及ぶ質量スペクトルデータベースが搭載さ

れていますので、特に未知試料の同定には

威力を発揮します。

主な応用範囲

• オイル，樹脂の添加剤分析

• 各種液体，気体試料に含まれる未知成分

の定性･定量分析

分析例 （タービン油の分析）

タービン油(JIS K 2213 2種(添加)〔ISO VG32〕相当)について分析を行いました。得られたトータルイオン

クロマトグラム(図１)では一般的な鉱物油の波形に加えてシャープなピーク①が観測されています。ピー

ク①成分のマススペクトルについてデータベース検索等で解析を行うと(図２）、酸化防止剤として潤滑

油等に添加されることが多い2,6-ジ-ｔ-ブチル-4-クレゾールであることが判明しました。

日本電子製 ガスクロマトグラフ質量分析計
JMS-Q1050GC

【図２ マススペクトル】【図１ トータルイオンクロマトグラム】

ピーク①のマススペクトル

データベースで合致したマススペクトル

ピーク①

鉱物油成分

お問い合わせは
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